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鵬1諮潔驚箱難鍔・ 
「緑を大切に、潤いのある生活を」 テーマに

花と緑の市が、 4 月27日から29日までトの 3 日間

にわたり市j庁ニ舎前お祭り広場で開かれました。 

これは、市の緑豊かな環境づく り運動の一環

として、市と県森林組合連合会、北津軽森林組 

合、北五地方材こ業振興協議会が共催で開いてい

るもので今年で18回目となります。 

27日の初日には、今春小・中学校へ入学した

児童生徒の代表者に入学記念の苗木がプレゼン

トされました。 

会場には、庭木・花・山野草などを売るビニ 

ールハウスなどが立ち並び、花と緑を求める市

民でにぎわいました。 
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緑を求める市民でにぎわう環境緑化まつり 
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50,992 

帯数 15,125 
(3月31日現在 住民基本台帳調） 

男
女
計

世
 

シンボルマーヲ

発行五所川原市役所 /編集企画調整課干037五所川原市字岩木町 12番地雷悦)35-2111番

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

緑を求める市民でにぎわう 環境緑化まつり

;語録者;木切15;、頼れの歩手生?苦手!，+;;:;un>・J

(::~~}.::ょ 第IØ困穏境緑化まつり三ょ

「緑を大切に、潤いのある生活を」テー マに

干立と車黍の汁すが、 4月27日から 29口までの 3日間

にわたり市庁舎前お祭り広場で聞かれました。

これは、市の緑豊かな環境づくり運動の一環

として、市と県森林組合連合会、北津軽森林組

合、北五地方林 業 振 興 協 議 会 が 共 催 で 聞 い て い

るもので今年で18回目となります。

27日 の初 日に は、 今春 小 ・中学校へ入学した

児童生徒の代表者に入学記念の苗木がプレゼン

トさオ1ました。

会 場 に は 、 庭 木 ・花・山野草などを売るビニ

ー ル ハ ウ ス な ど が 立 ち 並 び 、 花 と 緑 を 求 め る 市

民でにぎわいました。

男 24，327

女 26，665

計 50，992

世帯数 15，125 

( 3月31日現在住民基本台帳調)
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保育園児による鼓笛隊コンサート 

満開の梅林を散策する市民 

平成 2 年（1990年）5 月15日 
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（
第

一
回
こ
し
ょ

が
わ

ら
梅
ま
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梅おとめに選ばれた山下さん（中）と準梅おと

めの伝法谷さん（右）・小松さん（左） 

梅コンパニオンに選ばれた皆さん（梅林にて） 

市職員によって行われた野点 

関係者による喜びのテープカット 

平成 2年(1990年)5月15日 広報ごしょがわら (第711号)②

梅おとめに選は.れた山下さん(中)と準梅おと
めの伝法谷さん(右)・小松さん(左)

梅コ ンパニオンに選ばれた皆さん(梅林にて)

市職員によって行われた野点
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関係者による喜びのテープカ ット

保育園児による鼓笛隊コンサー卜

満開の梅林を散策する市民
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大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
 

▽
川
柳
（
総
合
成
績
）
 

第

一
位
 
対
馬
一
閃
（
五
所
 

川
原
市
）
 

第
二
位
 
菊
池
ふ
み
を
（同
）
 

第
三
位
 
斎
藤
し
げ
る
（
板
 

柳
町
）
 

第
四
位
 
山
川
草
林
（
五
所
 

川
原
市
）
 

第
五
位
 
中
野
野
泣
子

（鶴
 

田
町
）
 

▽
短
歌
（
総
合
成
績
）
 

第
一
位
 
新
谷
統
（
弘
前
市）
 

「
第
二
位
 
関
喜
代
栄
（
五
所
 

川
原
市
）
 

第
一
一位
 
兼
平
一
子

（
森
田

村
）
 

第
四
位
 
大
平
洋
子
（
青
森

市
）
 

第
五
位
 
番
場
允
映

（
五
所

川
原
市
）
 

第
六
位
 
須
野
破
留
子
（
弘

前
市
）
 

▽
俳
句
に
つ
い
て
は
八
ぺ
ー
 

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

（
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略
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（第711号） 広報ごしょがわら ③平成 2 年（1990年）5 月15日 

北
限
の
梅
林
、
今
咲
誇
る

・・
・

を
テ
ー
マ
に
 
「第
一
回
ご
し
ょ

が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
が
四
月
十

五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
六

日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
梅
ま
つ
り
は
、市
内
神

山
地
区
の
津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン

タ
ー
梅
林
を
主
会
場
に
、
北
限

の
梅
林
と
自
然
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
の
を
目
的
に
、今
年
初
め

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
テ

ー
 

プ
カ
ッ
ト
の
後
、
佐
々
木
市
長

が
 
「み
ん
な
の
力
で北
限
の
梅
 

圏民センター建設準備進む 

林
を
立
派
な
も
の
に
し
て
行
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
 

こ
の
後
、
市
内
の
津
軽
野
保

育
園
、
第
一
・
第
二
さ
つ
き
保

育
園
の
園
児
九
十
六
人
に
よ
る

鼓
笛
隊
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
 

開
会
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
 

ま
た
、
四
月
二
十
一
百
に
は
 

「梅
お
と
め
さ
わ
や
か
コ
ン
テ

ス
ト
」
が
働
く
婦
人
の
家
で
行

わ
れ
、
西
北
五
一
円
から
四
十

三
人
の
女
性
が
参
加
し
ま
し
た
。
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津
軽
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
文
化
、
芸
術
、
芸
能
を
発
掘

し
、
こ
れ
ら
を
継
承
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
文
化
を
創
造
し

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、歴
史
的
、
 

地
理
的
に
密
接
な
関
係
に
あ
る

近
隣
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
 
 

り
に
ふ
さ
わ
し
く
文
化
性
を
備
 

木
造
町
、
三
浦
靖
子
さ
ん
（
些

え
た
さ
わ
や
か
な
女
性
を
選
び
、
 
廿
鶴
田
町
の
五
人
が
選
ば
れ
ま

ま
つ
り
に
花
を
添
え
ょ
う
と
開
 
し

た
。
 

か
れ
た
も
の
で
す
。
 

会
期
中
に
は
、
俳
句
大
会
、
 

審
査
の
結
果
、
梅
お
と
め
に
 

川
柳
大
会
、
短
歌
大
会
、
市
役

は
山
下
郁
美
さ
ん
（2
1）廿
木
造
 
所

職
員
互
助
会
茶
華
道
部
に
よ

町
、
準
梅
お
と
め
に
は
伝
法
谷
 
る

野
点
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢

優
子
さ
ん
（2
4）
廿
五
所川
原
市
、
 
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

小
松
は
る
み
さ
ん
（1
9）井
金
木

町
、梅
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
に
は
、増

田
美
加
子
さ
ん
（2
4）廿
五
所
川

原
市
、
福
井
智
香
子
さ
ん
（2
0)
 

廿
同
、
新
岡
百
美
子
さ
ん（翌

廿
同
、
佐
藤
美
保
子
さ
ん
（
想
 

新
し
い
文
化
施
設
（
仮
称
ふ
る
 
づ

け
ゃ
施
設
規
模
等
に
つ
い
て
 

〇
曲
民
セ
ン
タ
ー
の
主
な
施
設

さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー

〈
以
 

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

の
機
能
 

下
「圏
民
セ
ン
タ
ー
」
と
略
す〉
）
 

〇
圏
民
セ
ン
タ

ー
の
基
本
的
性
 
▽
大

ホ
ー
ル
上
日
楽
を
主
と
し

を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、そ
の
 

格
 

た
一
千
二
百
席
程
度
の
コ
ン

た
め
の
準
備
作
業
を
進
め
て
お
 

一
、西
北
津
軽
の
自
然
環
境
を
 

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
す
る
。
 

り
ま
す
。
 

象
徴
し
、
芸
術
文
化
の
殿
堂
 

▽
交
流
ホ
ー
ル
（イ
ベ
ン
ト
ホ

こ
れ
ま
で
に
「
青
森
県
高
等
 

と
し
て
の
風
格
と
西
北
津
軽
 
《

ー
ル
）
ー
中
規
模
程
度
で
圏

学
校
文
化
連
盟
」
や
 
「お
や
こ
 

の
躍
進
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
 

民
の
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活

劇
場
」
か
ら
施
設
内
容
等
に
つ
 
ル

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。
 

動
、
発
表
会
、
演
劇
、
公
演

い
て
の
要
望
、「市
民
文
化
会
館
 

二
、
ふ
る
さ
と
の
ぬ
く
も
り
と
 
等

の
場
と
す
る
。
 

利
用
者
団
体
」
等
に
対
し
て
実
 

や
す
ら
ぎ
が
得
ら
れ
、
圏
民
 

▽
美
術
展
示
室
ー
 
画
、
工
芸
、
 

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、「2
1
 

か
ら
親
し
ま
れ
る
も
の
。
 

書
道
等
の
発
表

・
展
示
が
可

世
紀
市
民
会
議
」
で
の
提
言
等
 

三
、
圏
民
が
音
楽
・
演
劇
・
美
 
能

な
も
の
と
す
る
。
 

を
踏
ま
え
、
商
工
団
体
、
文
化
 
術
等

の
鑑
賞
や
各
種
の
発
表
、
 
▽
リ
ハ
ー
サ
ル室
ー
 
演
の
た

振
興
会
、
利
用
者
団
体
等
の
代
 

創
作
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
 

め
の
練
習
、
グ
ル
ー
プ
活
動

表
か
ら
な
る
 
「圏
民
セ
ン
タ

ー
 

て
利
用
し
や
す
い
こ
と
。
 

の
日
常
練
習
の
場
と
し
て
活

建
設
構
想
検
討
懇
話
会
」
に
お
 

四
、
圏
域
市
町
村
の
地
域
社
会
 

用
で
き
る
施
設
と
す
る
。
 

い
て
、
圏
民
セ
ン
タ

ー
の
性
格
 
づ

く
り
に
寄
与
す
る
も
の
。
 

▽
ふ
る
さ
と
民
芸
室
ー
 
域
市
 

熱心な意見が出された懇話会 
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町
村
の
ふ
る
さ
と
コ
ー
ナ

ー
 

と
し
、
産
業

・
観
光
・
民芸

品
の
展
示
や
情
報
提
供
を
通

し
、
圏
民
の
交
流
と
住
民
サ
 

ー
ビ
ス
が
図
れ
る
施
設
と
す

る
。
 

以
上
が
こ
れ
ま
で
話
し
合
わ

れ
て
き
た
主
な
内
容
で
す
。
 

圏
民
セ
ン
タ

ー
の
建
設
及
び

運
営
は
、
五
所
川
原
市
、
北
郡

の
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
設
立

す
る
一
部
事
務
組
合
が
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
組
合

設
立
に
つ
い
て
県
に
認
可
申
請

中
で
、
認
可
が
得
ら
れ
しだ
い
、
 

本
年
度
は
基
本
設
計
に着
手
し
、
 

平
成
三
年
度
に
は
工
事
に
着
工

す
る
計
画
で
す
。
 

北
限
の
梅
林
、

A
7
咲
誇
る
・
:
林
を
立
派
な
も
の
に
し
て
行
き
り
に
ふ
さ
わ
し
く
文
化
性
を
備

を
テ
l
マ
に
「
第
一
回
ご
し
ょ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
え
た
さ
わ
や
か
な
女
性
を
選
び
、

が

わ

ら

梅

ま

つ

り

」

が

四

月

十

し

た

。

ま

つ

り

に

花

を

添

え

よ

う

と

開

五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
六
こ
の
後
、
市
内
の
津
軽
野
保
か
れ
た
も
の
で
す
。

日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

育

園

、
第
一
・
第
二
さ
つ
き
保
審
査
の
結
果
、
梅
お
と
め
に

こ
の
梅
ま
つ
り
は
、
市
内
神
育
園
の
園
児
九
十
六
人
に
よ
る
は
山
下
郁
美
さ
ん
(
幻

)
1木
造

山
地
区
の
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
鼓
笛
隊
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
町
、
準
梅
お
と
め
に
は
伝
法
谷

タ
l
梅
林
を
主
会
場
に
、
北
限
開
会
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
優
子
さ
ん
(
担
)
H
H
五
所
川
原
市
、

の
梅
林
と
自
然
を
楽
し
ん
で
も
ま
た
、
四
月
二
十
二
日
に
は
小
松
は
る
み
さ
ん
(
日

)
l金
木

ら
う
の
を
目
的
に
、
今
年
初
め
「
梅
お
と
め
さ
わ
や
か
コ
ン
テ
町
、
梅
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
に
は
、
増

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ス
ト
」
が
働
く
婦
人
の
家
で
行
田
美
加
子
さ
ん
(
出

)
H五
所
川

初
日
の
開
会
式
で
は
、
テ
l

わ
れ
、
西
北
五

一
円
か
ら
四
十
原
市
、
福
井
智
香
子
さ
ん
(初
)

プ
カ
ッ
ト
の
後
、
佐
々
木
市
長
三
人
の
女
性
が
参
加
し
ま
し
た

o

H

問
、
新
岡
百
美
子
さ
ん
(
詑
)

が
「
み
ん
な
の
カ
で
北
限
の
梅
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
梅
ま
つ

l
問
、
佐
藤
美
保
子
さ
ん
(
日
)

津
軽
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
新
し
い
文
化
施
設
(
仮
称
ふ
る
づ
け
や
施
設
規
模
等
に
つ
い
て

る
文
化
、
芸
術
、
芸
能
を
発
掘
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
(
以
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

し
、
こ
れ
ら
を
継
承
す
る
と
と
下
「
国
民
セ
ン
タ
ー
」
と
略
す
〉

)

O

圏
民
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
性

も
に
、
新
た
な
文
化
を
創
造
し
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
格

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
歴
史
的
、
た
め
の
準
備
作
業
を
進
め
て
お
一
、
西
北
津
軽
の
自
然
環
境
を

地

理

的

に

密

接

な

関

係

に

あ

る

り

ま

す

。

象

徴

し

、

芸

術

文

化

の

殿

堂

近
隣
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
こ
れ
ま
で
に
「
青
森
県
高
等
と
し
て
の
風
格
と
西
北
津
軽

学
校
文
化
連
盟
」
や
「
お
や
こ
の
躍
進
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ

劇
場
」
か
ら
施
設
内
容
等
に
つ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

い
で
の
要
望
、
「
市
民
文
化
会
館
二
、
ふ
る
さ
と
の
ぬ
く
も
り
と

利
用
者
団
体
」
等
に
対
し
て
実
や
す
ら
ぎ
が
得
ら
れ
、
圏
民

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
「
白
か
ら
親
し
ま
れ
る
も
の
。

世
紀
市
民
会
議
」
で
の
提
言
等

三
、
圏
民
が
音
楽
・
演
劇
・
美

を
踏
ま
え
、
商
工
団
体
、
文
化
術
等
の
鑑
賞
や
各
種
の
発
表
、

振
興
会
、
利
用
者
団
体
等
の
代
創
作
活
動
の
拠
点
施
設
と
し

表
か
ら
な
る
「
圏
民
セ
ン
タ
ー
て
利
用
し
や
す
い
こ
と
。

建
設
構
想
検
討
懇
話
会
」
に
お
四
、
圏
域
市
町
村
の
地
域
社
会

い
て
、
圏
民
セ
ン
タ
ー
の
性
格
。
つ
く
り
に
寄
与
す
る
も
の
。
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圏民センター建設準備進む

木
造
町
、
三
浦
靖
子
さ
ん
(
国
)

M
H
鶴
田
町
の
五
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
。会

期
中
に
は
、
俳
句
大
会
、

川
柳
大
会
、
短
歌
大
会
、
市
役

所
職
員
互
助
会
茶
華
道
部
に
よ

る
野
点
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢

の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

熱心な意見が出された懇話会

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

マ
川
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績
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位
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五
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川
原
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須
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留

子

(

弘

第

五

位

中

野

野

泣

子

(

鶴

前

市

)

田

町

)

マ

俳

句

に

つ

い

て

は

八

ベ

l

マ
短
歌
(
総
合
成
績
)
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第

一

位

新

谷

統

(

弘

前

市

)

(

敬

称

略

)

第
二
位
関
喜
代
栄
(
五
所

O
国
民
セ
ン
タ
ー
の
主
な
施
設

の
機
能

マ
大
ホ
l
ル
|
音
楽
を
主
と
し

た
一
千
二
百
席
程
度
の
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
l
ル
と
す
る
。

マ
交
流
ホ
l
ル
(
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
)
中
規
模
程
度
で
圏

民
の
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活

動
、
発
表
会
、
演
劇
、
公
演

等
の
場
と
す
る
。

マ
美
術
展
示
室
|
絵
画
、
工
芸
、

書
道
等
の
発
表
・
展
示
が
可

能
な
も
の
と
す
る
。

マ
リ
ハ
ー
サ
ル
室
|
L
ム
演
の
た

め
の
練
習
、
グ
ル
ー
プ
活
動

の
日
常
練
習
の
場
と
し
て
活

用
で
き
る
施
設
と
す
る
。

マ
ふ
る
さ
と
民
芸
室

l
圏
域
市

町
村
の
ふ
ゑ
さ
と
コ
ー
ナ
ー

と
し
、
産
業
・
観
光
・
民
芸

品
の
展
示
や
情
報
提
供
を
通

し
、
圏
民
の
交
流
と
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
図
れ
る
施
設
と
す

る。以
上
が
こ
れ
ま
で
話
し
合
わ

れ
て
き
た
主
な
内
容
で
す
。

国
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
及
び

運
営
は
、
五
所
川
原
市
、
北
郡

の
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
設
立

す
る
一
部
事
務
組
合
が
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
組
合

設
立
に
つ
い
て
県
に
認
可
申
請

中
で
、
認
可
が
得
ら
れ
し
だ
い
、

本
年
度
は
基
本
設
計
に
着
手
し
、

平
成
三
年
度
に
は
工
事
に
着
工

す
る
計
画
で
す
。



佐々木市長（右）に手渡す江良さん（中）、左は釜蒐市教育長 

学校図書購入にと和万円寄付 
江良産業脚・同晃玄産業 佐々木市長（右）に手渡す大蔵さん（左から 2 人目） 

社会福祉にと加0万円寄付 

千歳市の大蔵さん 

' 
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みどりの日の 4 月29日、おはようジョギ’ング 

「コース走り初め会」 が行われ、子供から年輩

の方まで市民約150人が参加しました。 このコー 

スは、「健康はまず走ることから」と市民の健康・

イ本力の増進を図るためにしいつでもだれでも利用

できるように市教育委員会が設定したものです。 

この日は時折り小雨の降るあいにくの天候でし

たが、参加者は午前 6 時にスタート地点に集合

し、準備体操の後一斉にスタート。 

参加者各自が、それぞれのペースで走り、心

地良い汗を流し、全員が完走しました。 おはようジョギングを楽しむ参加者たち 

毘とり門の江良産業q栄（江良力社長） と桜田の

鮪）晃玄産業（同社長）では 4 月19日、学校図書

購入に役立ててくださいとそれぞれ20万円を寄

付、釜落市教育長立ち会いのもと佐々木市長に

手渡しました。 

r 江良さんはこれまでも学校関係に寄付されて

おり、大変感謝されています。 

大会宣言を読み上げる福士防犯指導隊長 

北海道千歳市に在住の大蔵長蔵さん（83歳） 

は 5 月1日、ネ土会福祖二にと100万円を寄仁f、小山

田鳳隆社会福祉協議会長立ち会いのもと佐々木

市長に手渡しました。 

これは、同氏のご母堂マメさんが13歳まで住

んでいた本市飯詰で地域の方々にお世話になっ

たお礼にと貝曽られたものです。 

繰カi酸欝髄央起大誉懸 
五所川原地区暴力追放決起大会が 4 月26日、 

市庁舎前お祭り31詳易で開かれました。 大会には

市や町内会役員、防犯協会員、防犯指導隊員な

ど約450人が参加しました。 

同地区暴力追放推進協議会長を務める佐々木

市長が 「決起大会を契機に、住民の生命・財産

を守るため暴力追放の運動を一層盛り上げよう」 

とあいさつ。最後に福士孝一防犯指導隊長が「あ

らゆる暴力を排除し、暴力団をニ恐れない、金を出

さない、利用しない、の方針に基づき暴力追放運

動を推進する」と大会宣言を読み上げました。大

会の後、参加者は五一中のブラスバンドを先頭に

街頭をパレードし、暴力追放を呼び掛けましたく〕 
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みどりの日の 4月29日、おはようジョギング

「コース走り初め会」が行われ、子供から年輩

の方まで市民約150人が参加しました。このコー

スは、「健康はまず走ることから」と市民の健康・

体力の増進を図るためにいつでもだれでも利用

できるように市教育委員会が設定したものです。

この日は時折り小雨の降るあいにくの天候でし

たが、参加者は午前 6時にスタート地点に集合

し、準備体操の後一斉にスター ト。

参加者各自が、それぞれのベースで走り、心

地良い汗を流し、全員が完走しました。

佐々 木市長(右)に手渡す江良さん(中)、左は釜?富市教育長

学校図書購入にと40万円寄付
江良産業(株)・(朝晃玄産業

毘沙門の江良産業側(江良力社長)と桜田の

(却晃玄産業(同社長)では 4月19日、学校図書

購入に役立ててくださいとそれぞれ20万円を寄

付、釜沼市教育長立ち会いのもと佐々木市長に

手渡しました。

江良さんはこれまでも学校関係に寄付されて

おり、大変感謝されています。

大会宣言を読み上げ‘る福士防犯指導隊長

おはようジョギングを楽しむ参加者たち

社会福祉にと100万円寄付
千歳市の大蔵さん

佐々木市長(右)に手渡す大蔵さん(左から 2人目)

北海道千歳市に在住の大蔵長蔵さん (83歳)

は 5月 1日、社会福祉にと 100万円を寄付、小山

田鳳隆社会福祉協議会長立ち会いのもと佐々木

市長に手渡しました。

これは、同氏のご母堂マメさんが13歳まで住

んでいた本市飯詰で地域の方々にお世話になっ

たお礼にと贈られたものです。

総;干→欄潤騨塑 齢、、........→ ヨウ略環覇
、暴力L放」え(起大会 川
五所川原地区暴力追放決起大会が4月26日、

市庁舎前お祭り広場で聞かれました。大会には

市や町内会役員、防犯協会員、防犯指導隊員な

ど約450人が参加しました。

同地区暴力追放推進協議会長を務める佐々木

市長が「決起大会を契機に、住民の生命 ・財産

を守るため暴力追放の運動を一層盛り上げよう」

とあいさつ。最後に福士孝一防犯指導隊長が「あ

らゆる暴力を排除し、暴力団を恐れない、金を出

さない、利用しない、の方針に基づき暴力追放運

動を推進する」と大会宣言を読み上げました。大

会の後、参加者は五一中のブラスパンドを先頭に

街頭をパレードし、暴力追放を呼び掛けました。
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地域相談指導員委嘱状交付式 

市では 4 月27日、中央公民館で地域相談指導

員26人の委嘱状の交右土式を行いました。 同相談

員は、出稼者の就労動向のは握や求人情報の提

供、留守家族とク片目談等の業務を行うものです。 

朝野球シーズン開幕 
第26回五所川原市朝野球大会の開会式が 4 月 

22日、市営球場で行われ、51チーム855人の選手

が参加しました。 

式では、大会長の佐々木伯男朝野球協会副会

長が 「心と体をきたえ、正々堂々悔いのない試

合をしてください」 とあいさつ。 来賓の釜落市

教育長が祝辞を述べた後、農政局チームの横山

義彦主将が 「スポーツマンシップにのっとり正

々堂々と戦います」 と選手宣誓をしました。 

同大会は、 4 月26日から市営球場ほか 3 会場

で熱戦を繰り広げます。 

=．で．に

二．ーー＝’二→ヤ＝二 
ー了＝一ーでい＝"" 

交付式でトは、佐々木市長が 「安全で明るい出

稼ぎが実現できるよう皆さんのご協力をお願い

します」 とあいさつを述べました。 指導員に委

嘱された方々は、次のとおりです。 （敬称略） 

山川定助（新宮町）、長沢正美、工藤柾光（以上

小曲）、清野敏夫（水野尾）、太田永作（唐笠柳）、 

藤田忠造（姥落）、加藤正鷹（稲実）、竹谷正美、 

前田公範（以上梅田）、福士英一（高野）、新谷一

郎（羽野木沢）、斎藤由雄、泉清一郎（以上神山）、 

成田政敏（松野木）、伊藤鉄三郎、奈良鉄雄（」こユ

上飯詰）、坂本修（下岩崎）、松川利雄（長富）、田

村勉（毘沙門）、野呂国四郎、一戸正道、木村幸

治（以上藻川）、開米賓枝（鶴ケ岡）、石谷一昭（沖

飯詰）、高橋逸郎（種井）、古川留作（桜田） 

教育関係に15万円寄付 
石岡の寺田さん 

釜蒐市教育長（左）に手渡す寺田さん（右） 

市内石岡の寺田勇さん（元市教育委員会社会 

教育課参事兼課長）は 4 月19日、（財）五所川原 

市教育振興会に 7 万円と（財）五所川原市体育協 、 
会に 8 万円合わせて15万円を寄付一、釜落市教育 

長に手渡しました。 

これは、同氏が本年 3 月末に市役所を退職さ 

れた記念に貝曽られたものでトす。 

本年 6 月第4土曜日 (23日）から 
毎月第 2・第 4 土 曜日が閉庁となります 

市役所は、本年 6 月第 4 土曜日から毎月第 2 

・第 4 土曜日を閉庁（休み） いたします。 国や

県ではすでに土曜日閉庁を実施していますが、 

五所川原市でも市役所本庁、各支所などが「閉 

Iう J となりますので、市民の皆さんのご理解と

ご協力をお願いします。 

なお、市民生活に関連の深い次の施設などは

第 2 ・第 4 土曜日も休まず業務を行います。  

西北中央病院、学校、ゴミの収集、ili民文化 

会館、中央公民館、図書館、市民体育館、葬斎 

苑、消防署など。 

くわしくは、本紙 「 4 月15日号」 をご覧くだ 

さい。 

問い合わせ 

総務部人事課（内線312・313番） 

~nnnnnミ費量-域朗建艶護員，~~:fi~安委と噴三三t~:ミ:~~
交付式では、佐々木市長が「安全で明るい出

稼ぎが実現できるよう皆さんのご協力をお願い

します」とあいさつを述べました。指導員に委

嘱された方々は、次のとおりです。(敬称略)

山川定助(新宮町)、長沢正美、工藤柾光(以上

小曲)、清野敏夫(水野尾)、太田永作(唐笠柳)、

藤田忠造(姥沼)、 加藤正康(稲実)、竹谷正美、

前回公範(以上梅田)、福士英一(高野)、新谷一

郎(羽野木沢)、斎藤由雄、泉清一 郎(以上神山)、

成田政敏(松野木)、伊藤鉄三郎、奈良鉄雄 (以

上飯詰)、坂本修(下岩崎)、松川利雄(長富)、田

村勉(毘沙門)、野呂国四郎、 一戸正道、木村幸

治(以上部川)、開米賓枝(鶴ヶ岡)、石谷一昭(沖

飯詰)、高橋逸郎(種弁)、古川留作(桜田)
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地域相談指導員委嘱状交付式

市では 4月27日、中央公民館で地域相談指導

員26人の委嘱状の交付式を行いました。同相談

員は、出稼者の就労動向のは握や求人情報の提

供、留守家族との相談等の業務を行うものです。

教育関係に15万円寄付
-石岡の寺田さん
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釜若市教育長(左)に手渡す寺田さ ん(右)

市内石岡の寺田勇さん(元市教育委員会社会

教育課参事兼課長)は 4月19日、(財)五所川原

市教育振興会に 7万円と(財)五所川原市体育協

会に 8万 円合 わ せ て15万円を寄付、釜治市教育

長に手渡しました。

これは、同氏が本年 3月末に市役所を退職さ

れた記念に贈 られたものです。

第26回五所川原市朝野球大会の開会式が 4月

22日、市営球場で行われ、 51チーム855人の選手

が参加しました。

式では、大会長の佐々木伯男朝野球協会副会

長が「心と体をきたえ、正々堂々悔いのない試

合をしてください」とあいさつ。来賓の釜治市

教育長が祝辞を述べた後、農政局チームの横山

義彦主将が「スポーツマンシップにの っとり正

々堂々と戦しミます」と選手宣誓をしました。

同大会は、 4月26日から市営球場ほか 3会場

で熱戦を繰り広げます。

朝野球シーズン閉幕

本年6月第 4土曜日 (23日)から
毎月第 2・第 4土曜日が閉庁となります

西北中央病院、学校、ゴミの収集、市民文化

会 館 、 中 央 公 民 館 、 図 書 館 、 市 民 体 育 館 、 葬 斎

苑、消防署など。

くわしくは、本紙 i4月15日号」

さしミ。

聞い合わせ

総務部人事課

をご覧くだ

(内線312・313番)

市役所は、本年 6月第 4土曜日から毎月第 2

・第 4土眼口を閉庁(休み)いたします。国や

県ではすでに土臨日間庁を実施していますが、

五所川原市でも市役所本庁、各支所などが「閉

庁」となりますので、市民の皆さんのご理解と

ご↑易カをお陣原いします。

なお、市民生活に関連の深い次の施設などは

第 2 ・第 4土曜日も休まず業務を行います。
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市誘致企業 協伸工業() 

職 	 名 募集人員 年 	齢 学 	歴 年 	 収 

エ場管理（エ場長） 2 名 50歳まで 大卒以上 450万円～600万円 

設 	計（課長、係長） 3 名 40歳まで 専門、短大以上 300万円～500万円 

製 	造（課長、係長） 4 名 40歳まで 高卒以上 300万円～450万円 

経 	理（課長） 1 	名 45歳まで 専門、短大以上 300万円～450万円 

レ諸手当有 

※採用後、 2 年～ 3 年間は、本社（東京）、工場（埼玉県31は慮・栃木県宇都宮）で研修を行います。 

レ書類締切日 5 月31日（木） 

レ面接日時 6 月11日（月）午前 9 時から 

レ面接場所 市中央公民館（東京でQ)面接希望者 6 月16日（D午前10時東京本社） 

r ※尚、面接日には簡単な筆記試験も行います。 

⑨応5募者は、履歴書を五所川原職業安定所へ持参のうえ、安定所より紹介状を頂き、市総務部企画 

調整課へ提出してください。 

⑨問い合わせ先 〇市総務部企画調整課（廿（⑩21 11番内線318) 

〇協伸工業（I菊（東京都港区虎ノ門3-7-20星野ビル 6 F) 

廿 O3-432-8551({ 内線60 （担当木下、田辺、今村） 

至一市民：参加の二二 	 二＝二消防法（a＝二三二三二二二三三二三  

三二三二＝一植要樹名ミ 
	

＝二三一二倍B改正l こつし、て二＝ 

市では、「緑を大切に、●閏いのある生活を」 テ 

ーマに、植樹祭を開催することになりました。 

市民の皆さん多数のご参加をお願いします。 

レ日 時 5 月27日（日）現地午前10時30分から

レ場 所 前田野目山国有林 

レ申し込み先 5 月24日までに、市農材靖果（廿

⑩ 2111番内線215番）へ申し込みください。 

’ レその他 （ユ）服装は、作業服、長ぐつ又はズッ

ク、軍手を準備してください。（2)j市で送迎バ

スを用意しますので、当日午前 9 時30分まて二

に市役所前にお集りください。 ③昼食、使用

器具は市で準備します。 ④参加者全員に苗木

を無償配布します。 

被害にあったら 

現場はそのまま110番 

五所川原警察署 

消防法及び五所川原地区消防事務組合火災予

防条例のー一音βが改正され、 5 月23日から施行さ

れることになりました。 

特に、市民の皆さんに密接な関係にある灯油

等についても改正になりましたので、改正概要

にご注意ください。 

⑨改正概要 

1．指定数量及び届出を要する数量 

品 名 指定数量 
届 出 を 要す る 数量 

一 般 家 庭 事 業 所 等 

ガソリン 200e 1ool・～ 2OOl 未満 4Ol 」～ 2OOl 未満 

灯 	マ由 1 ,OOOl 500E~ 
1,(x)ol未満 

2OOl 一ー 
1,000I未満 

軽 	油 1, OOOl 5OOl 一 
1, OOOl 未満 

2OOl - 
1, OOOl 未満 

重 2,OOOl 1,000l - 
2,OOOl 未満 

4OOl~ 
2, OOOl 未満 

※指定数量以上を貯蔵する場合は、消防法で位

置・構造・設備等が規制され、許可が必、要で

す。 

乙灯油等の危険物1をホームタンク等で唄宇蔵する

場合は、防油堤（タンク等から漏れた危険物

が他に流出しない構造のもの） が必要になり

ます。 

レ詳しいことは、消防本部予防課（廿（③5)2019番

内線2g番）へどうぞ。 

平成 2年(1990年)5月15日 広報ごしょがわら (第711号)@

市誘致企業 協伸工業情)

車謹謹謹藷謹話藷蓋輯麗購藍器諜聾富
職 名 募集人員 年 齢 元寸主t>_ー 廃 年 4又

工場管理 (工場長) 2 名 50歳まで 大卒以 上 450万円~6 0 0万円 |

設 計 (課長、係長) 3 名 40歳 まで 専 門、短大以上 300万円~500万円

製 造(課長、係長) 4 名 40歳まで 『笥卒以上 300万円~450万円

経 理(課長) 名 45歳ま で 専門、短大以上 300 万円~450万円

[>諸手 当有

※採用後、 2 年~ 3 年間は、本社

[>書類締切日 5月31日(木)

(東京)、工場 (埼玉県川越 ・栃木県宇都宮) て芯研修を行います。

[>面接 日時 6月11日(月)午前 9時から

[>面接場所 市中央公民館(東 京での面接希望者 6月16日比)午前 10時 東京本社)

※尚、面接日には簡単な筆記試験も行います。

。応募者は、履歴書を五所川原職 業安定所へ持参のうえ、安定所より紹介状を頂き、市総務部企画

調整課へ提出してください。

。聞い合わせ先 0市総務部企画調整課 (ft⑮ 2111番内線318)

0協 伸 工業(械(東京都港区虎ノ門3-7-20星 野 ピル 6F) 

ft03-432-855H内内線60 (担当木下、田辺、 今村)

Z二市民参加ごの七三三孟こ←#三

市では、「緑を大切に、潤いのある生活を」テ

ーマに、植樹祭を開催することになりました。

市民の皆さん多数の ご参加をお願いしますo

b日 時 5月27日(日)現地午前10時30分から

[>場 所 前田野目山国有林

[>申し込み先 5月24日までに、市農林諜(宮

⑮2111番内線215番)へ申し込みください。

じ〉その他 ①服装は、 作業服、長ぐっ又はズッ

ク、軍手を準備してくださしミ。②市で送迎パ

スを用意しますので、当日午前 9時 30分まで

に市役所前にお集りください。③昼食、使用

器具 は市で準備します。④参加者全員に苗木

を無償配布します。

消 防 法 及 び 五 所川 原地区消防事務組合火災予

防条例のー部が改正され、 5月23日から施行さ

れることになりました。

特に、市民の皆さんに密接な関係にある灯油

等についても改正になりましたので、改正概要

にご注意ください。

。改正概要

1.指定数量及び届出を要する数量

品名 指定数量
届出を要する数量

一般家庭 事業所等

カ、ソリン 200A 100R -200R未満 40R -200R未満

大丁 7自 1，OOOA 500R - 200R 
1，∞OA未満 1，OOOR未満

事圭 J白 1，OOOA 500R 200A 
1，OOOR未満 1，OOOA未満

重 j由 2，OOOR 1 ，OOOR - 400R 
2，OOOA未満 Z唱 OOOR未満

※指定数量以上を貯蔵する場合は、消防法で位

置・構造 ・設備等が規制され、許可が必要で

す。

2.灯油等の危険物をホームタンク等で貯蔵する

場合は、防油堤(タンク等から漏れた危険物

が他に流出しない構造のもの)が必要になり

ます。

じ〉詳しいことは、消防本部予防課

内線2~番)へどうぞ。
(ft⑮ 2019番
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二 二土系タ三軟式三昌ス二三  ＝三生活講座受講生募集三三 
ニ三二三参加者募集〒三＝三三＝ ＝一ー働く婦人の家 

レ対象 中・上級者の男女 レ受講資格 市内にイ主所または勤務先を有する 

＞期問 6 -10月初旬（週 2 回） 如｝人 

D時問 午後 7日寺～ 9 時 レ受 講料 無料一（材料費は本人負担） 

レ場所 飯詰屋外テニスコート レ受講期問 5 月28日～ 8 月 2 日 

レ募集人数 20人程度 レ受講時間 午後 6 時30分～ 8 時30分 

⑨軟式テニス教室 

レ対象 小学生から一般までの初心者男女 

レ期間 6-9月までトの15回（週1回） 

レ時間 午後 I時～ 8 時30分 

ン場所 飯詰屋外テニスコート 

ン募集人員 12人程度 

〇締切 5 月28日 

〇申し込み及び間い合わせ先 

ナイターテニス事務局（廿（⑩3231番） 

第3回 護編篇毒三舞舞繊ププ髪三プ×編編舞曹篇篇喜 

五所川原市自転車遠乗り会 

レ日 時 5 月20日（日）午前 9 時集合 

レ集合場所 市役所前お祭り広場 

レ参加料 1名 300円（傷害保険料ィ也） 

レ行 先 広域新農業センター（毘ヒり門） 

レもちもの おにぎり、飲み物、雨具その他 

※協会では、記念品と豚マ十を準備します。 

レ申し込み先 市内各自転車店ヘ 

レ詳しいことは、岩谷賢司さん（寺町53"（⑩66 
61番）へどうぞ。 

図書館6月の休館日 

月曜日 4 、 11、 18、 25日

月末整理日 29日 

レ申し込み受付 平日・・・午前 8 時30分～午後 4 
日寺45分一、土曜日…午前 8 時30分～正午 

レ申し込み先 市働く婦人の家（"（③ 5)8898番） 

※各講座とも定員になり次第締七刀ります。 

募集内容 

曜日 教室名 回数 人員 内 	容 

月 生け花 10 15 生け花の基本（池の
坊） 

水 書 道 10 15 漢字、かなの基礎 

木
  

料 理 10 24 栄養のバランスのと
れた家庭料理 

煎 茶 10 10 おいしいお茶の入れ
方 

三五所1 H原おやこ劇場二三三二 

自主活動PC）お知らせ二 

「小さなペンギンIコ［コの冒険」 

（上旦央日寺間 1時間25分） 

スリルとユーモア・感動にみちた物語を展開。 

生きることの厳しさ、命の尊さ、 そして勇気と 

思いやりの大切さを子どもたちに語りかけます。 

⑨ 5 月19日（土）午後 6日寺～ 
	

、 
コミュニティセンター栄 

05月20日（日）午前10時～・午後1日寺～ 

市民文化会館 

ン前売券 600円（ 3 歳から）当日 700円 

ンお間い合わせ 五所川原おやこ劇場事務局 

("（⑩2170番） 

-'--'------ 

, 

-"I~●~一…一……，~ 

第32回水道週間（6月1日～7日

乞Ik週独 冒らし客守乞）で加回回履］昌, 
~ 	水道法の前身である水道条例が明治23年に制定され 

Ll；早本年は100年目を迎ええ記念二’l あた 

(第711号)

三生活講座受講生-募集E
=子三で働て婦天?!5家三二ごご二

広報ごしょがわら⑦平成 2年(1990年)5月15日

市内に住所または勤務先を有するじ〉受講資格

婦人

じ〉受講料無料(材料費は本人負担)

[>受講期間 5月28臼- 8月 2日

[>受講時間 午後 6時 30分 -8時30分

[>申し込み受付 平日・・・午前 8時30分一午後 4

時45分、土曜日...午前 8時 30分 ~ 正 午

[>申し込み先市働 く婦人の家 (ft⑮ 8898番)

※各講座とも定員になり次第締切ります。

募集内容

日程日 教室名 回数 人員 内 '壬τ且テ三，

月 生け花 10 15 
生け花の基本(池の
坊)

水 書道 10 15 漢字、かなの基礎

料 理 10 24 
栄養のパフンスのと

木
れた家庭料理

煎 茶 10 10 
おいしいお茶の入れ
方

じ〉対象 中・上級者の男女

[>期間 6 -10月初旬(週 2回)

[>時間午後 7時一 9時

[>場所飯詰屋外テニスコート

[>募集人数 20人程度

。軟式テニス教室

[>対象 小学生から一般までの初心者男女

[>期間 6-9月までの15回(週 1回)

[>時間午後 7時 -8時30分

じ〉場所飯詰屋外テニスコート

[>募集人員 12人程度

o締切 5月28日

0申し込み及び問い合わせ先

ナイ ターテニス事務局(宮⑪ 3231番)

第3回

五所川原市自転車遠乗り会

三五一町一H原お翌二三劇場三...--
EE自主活動，-(J)お婦をさ

「小さなペンギン 口口の冒険」

(上映時間 1時間25分)

スリルとユーモア ・感動にみちた物語を展開。

生きることの厳しさ、命の尊さ、そして勇気と

忠、いやりの大切さを子どもたちに語りかけます0

O5月19日仕)午後 6時~

コ ミュ ニテ ィセ ンタ 一栄

。 5月20日(日)午前10時 ~ ・午後 1時 ~

市 民 文 化 会 館

[>前売券 600円(3歳 か ら ) 当 日 700円

いお問い合わせ 五所川原おやこ劇場事務局

(宮⑪ 2170番)

[>日 時 5月20日(日)午前 9時集合

[>集合場所市役所前お祭り広場

[>参加料 1名 300円(傷害保険料他)

[>行先広域新農業センター(毘沙門)

[>もちもの おにぎり、飲み物、悶具その他

※協会では、記念品と豚汁を準備します。

じ〉 申し込み先市内各自転車庖へ

[>詳しいことは、岩谷賢司さん(寺町53ft⑪ 66

61番)へどうぞ。

図書館6月の休館日

18、25日
、

‘
 

•• 
，
 

--E
・

4、月曜日

29日月末整理日

第32回水道週間 (6月1日"'7日) --

富@)~@守宅設定 .，‘ 
4‘三三
=三三~J 

了一…
水道法の前 身である水道条例が明治23年に制定され

てから本年は 100年目を迎えた記念すべき年にあた

ります。



みんなの健康教室 
レ日 時 5 月25日（金）午後 1時 

レ場 所 市保健センター 

レ講 師 楠美康夫先生 

（楠美泌尿器科医院長） 

レテーマ 最近の尿路結石治療法（結石の 

体外衝撃波破砕療法） 

レ主 催 北五医師会・市民保健協議会 

時
所

師
 

日

場
講

レ

レ
レ
 

第 1 回ごしょがわら梅まつ‘) 
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ノ
 

山
重
ね
杏
も
梅
も
雨
の
中
 

尾
崎
 
泉
草

梅
の
山
斧
持
つ
神
を
肥
り
け
り
 

松
宮
 
梗
子

梅
ひ
ら
き
雨
に
お
ぼ
る
る
雑
木
山
 

斎
藤
今
日
子

明
昨
や
蕊
が
ま
つ
毛
の
梅
の
花
 

鳴
瀬
 
牛
角

梅
林
へ
入
る
に
覚
悟
の
や
う
な
も
の
 
藤
田
 
枕
流

母
よ
来
よ
こ
こ
北
限
の
梅
ま
つ
り
 

片
岡
 
玲
子

雨
と
い
ふ
色
加
へ
た
る
梅
開
花
 
長
内
 
叫

骨

も
て
な
し
の
山
の
冷
雨
も
梅
ま
つ
り
 
福
士
 
光
生

少
年
の
家
へ
山
坂
梅
真
白
 
成
田
 
千
空
 

み
 
ぐ
さ
 

溜
池
に
あ
ふ
る
る
ち
か
ら
水
草
生
ふ
 
工
藤
 
富
貴
 

月 	日 地区名 時 	間 場 	所 医師名 

6 月 5 日

因 
朝日興隆 

午後 1時 
~2時 

婦人ホ―ム 
兼平 	亘 

先生 

6 月 7 日

困 
共 	栄 

午後1時 
~2時 

共栄集会所 
三上光次 

先生 

6 月13日
困 

高 	野 
午後 1時 

~2時 

高野文化 
センター 

冨田重照 

先生 

6 月14日
困 
若
戸
 
山
沢
 

午後1時 
~2時 

若山集会所 
佐藤 	実 

先生 

6 月20日
困 
神
野
 
山

里
 

午後 1時 
~2時 

コミセン長橋 
小笠原精樹 

先生 

6 月21日
休） 

中 	泉 
午後 1時 

~2時 
中泉集会所 

対馬昭幸 
先生 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署ノ＼ 

公 34一4999番 
（救急医療部会） 

平成 2 年（1990年）5 月15日 
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，携×年・奮’曹iソ二 

山菜のおいしい季節ですグ 

山菜をつかった調理法を学ぶとともに家族の

健康を願い、バランスの良い食事のための味つ

けを覚えたい方は、是非参加してみませんか？

レテーマ：栄養の知識を学び、習慣病といわれ 

る成人病を防ごうノ 

レ時 間：9 時30分～13時 

レ持参するもの：エプロン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小びんなどに入れて× 健康手帳、食事

診断用紙（地区の保健協力員からもらってくだ

さい） 

r レ申し込み先‘地区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙があります） 

レ締め切り日： 5 月31日（木） 

対象地区 開催月日 開催場所 

中川地区 6 月 7 日（木） コミセン中川 

※詳しいことは市衛生課（廿（③5)21 11番内線268・ 

272番）へどうぞ。 

r 

園■目■■■ 田国目 
6 月1・8・15・n・29日 （毎週金曜日） 

レ日寺間 午前10時～午後 3 日寺 

レ内容 血圧i則定、尿検査等を含めた健康相談

にI;iうじますので、赤ちゃんからお年寄りまて各

お気軽にご利用ください。 

事闘蝉鹸響「 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12 : 45-13 : 00まて、 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 ① 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配イ寸しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子1建康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。（ただし生後 6 カ月、 7 カ月児に限るJ 

②病気療養中（特に伝iを性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

月 	齢 対象児 期 	日 内 	容 

3 カ 月児 H2年 2 月生 6 月12日因 健康診査 

6 カ 月児 H元年11月生 6 月19日因 健康相談 

1 	歳 児 H元年 5 月生 6 月25日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 63年12月生 6 月26日因 健康診査 

3 歳 児 S 62年 2 月生 6 月21日困 健康診査 

無料巡 
い 」ご 

疾病の早期発見のため、無耕斗巡回診療を行い

ます。 当該地区の方はお気軽にどうぞ。 
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lt~栄養薮塗;;ゐ:義知ち;去三;
山菜のおいしい季節ですグ

山菜をつかった調理 法を学ぶとともに家族の

健康を願い、バランスの良い食事のための味つ

けを覚えたい方は、是 非参加してみませんか?

bテ ーマ :栄養の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごう /

じ〉時間 9時 30分 -13時

じ〉料金 :無料

[>持参するもの :エプロン 、筆記用具、ごはん、

みそ汁(小 びんなどに入れて)、健康手帳、 食事

診断用紙(地 区の保健協力員 から も らってくだ

さい)

[>申し込み先:地区の保健協力員へ(参加 申し

込み用紙があり ます)

[>締め切り日 5月31日(木)

対象地区

中}I!地区

開催月日

6月 7日(木)

開{握場所

コミセン中川

※詳しいことは市衛生課 (ft⑮2111番 内線268・

272番)へどうぞ。

みんなの健康教室
[>日時 5月25日(金)午後 1時

[>場所市保健セ ンター

[>携師楠美康夫先生

(楠美泌尿器科医院長)

[>テーマ 最近の尿路結石治療法 (結石の

f本外衝撃波破砕療法)

[>主催北五医師会 ・市民保健協議会

第 1回ごしょがわら梅まつり

県下俳句大会特選句

溜池年少も悶母 梅林 H明4~ 梅梅山
でとよ ひの重ね

にのない来へやら 山

あ家 し ふ よ入蕊カず土き 斧f寺持字も毎ふへの こる 雨
る山山色加こ にまにつ

る坂梅真白 のへ 北 悟覚つ お神紀を悶もち 冷雨 た限 毛ぽ
か るのののる iの

草水ら 梅も梅梅や 梅 るり中
み 花閉まうの雑木山 け
5 ま つな花 り
生つりも
ふ り σコ

藤工 成田 福士 長内 片岡 藤田 瀬嶋 藤斎メでy入 松宮 尾崎

富千光生州玲枕 流 牛 角 日 梗 草泉
まt 空骨子 子子

ノ

、、 盟国固園園田園園田
8月1・8・15・22・29日 (毎週金曜日)

b時 間 午前10時~午後 3時

[>内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用ください。

側親指Jhl健;属議書jiil
[>場所 市保健センター

[>受付時間 12 : 45-13 : 00ま で

[>持 参 す る も の 母子健康手帳、パスタオル。

3歳児は尿検査も行いますので、当日小ピン

に尿を入れでもってきてくださ ¥"0

※注意 ① 6ヵ月児健 康 相 談の際に、神経芽細

胞腫(小児がん)の検 査セ y トを配付しますが、

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生課窓口 にセットをもらいにきでくだ

さい。(ただし生後 6ヵ月、 7ヵ月児に限る。)

②病気療養中 (特に伝染性の病気)のお子さん

はご遠慮くださ しミ。

月 齢 対象児 期 日 内 d廿v 

3 ヵ月児 H 2年 2月生 6月12日(火) 健康診査

6 ヵ月児 H冗年11月生 6月19日(火) 健康相談

l 歳 児 H冗年 5月生 6月25日(月) 健康相談

l歳6ヵ月児 S63年12月生 6月26日伏) 健康診査

3 歳 児 S62年 2月生 6月21日(木) 健康診査

!:ii耕精神ij同誇;!持:¥1¥1:
11

疾病の早期発見のため、無料巡回診療を行い

ます。当該地区の方はお気軽にどうぞ。

月 口 地区名 H寺 附 場 所 医師名

6月5日
朝日興隆

午後 1n寺
島最人ホーム

兼平旦

ω -2時 先生

6月7日
共 栄

午後 1時
共栄集会所

二上光次

(本) -2時 先生

6月13日
;r:) 里T

午後 l時 高野文化 品 目重 照

体) -2時 センター 先生

6月14日 # 山 午後 l時
若山集会所

佐藤実

(本) F 沢 -2時 先生

6月20日 神 山 午後 1fIキ
コミセン長橋

小笠原精術

休) 里子 里 -2時 先生

6月21日
jj{ 

午後 l時
中泉集会所

対馬 H召幸|

(本) -2時 先生
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